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小山市教育委員会会議録 

                          （令和７年５月定例会） 

１．会議の日時及び場所      

 日時 令和７年５月２２日（木）午後２時００分～午後３時２０分 

 場所 教育委員会室 

 

２．会議の組織人員 

 人数 ５人 

 

３．出席委員 

 教育長            濱 口 隆 晴 

 １ 番             岩 井 正 夫 

 ２ 番             荒 井 友 子 

 ３ 番             奥 中 栄 二 

 ４ 番             大 橋 雅 子(欠席) 

 ５ 番                 高 橋 真 美 

 

４．説明のため本会議に出席した職員 

こ ど も 未 来 部 長   上 野 信 茂 

こども未 来 部 次 長  宮 田  悟 

生 涯 学 習 部 長  篠 原  正 

生 涯 学 習 部 次 長  渡 邉 正 樹 

教 育 総 務 課 長  日 高 恵 子 

こ ど も 政 策 課 長  田 中 秀 和 

こ ど も 教 育 課 長  佐 山 幸 代 

青 少 年 支 援 課 長  井 口 信 行 

子育て家庭支援課長  櫻 井 和 代 

保 育 課 長  中 林 健 一 

学 校 支 援 課 長 酒 寄 広 子 

生 涯 学 習 文 化 課 長  望 月 秀 展     

文 化 財 課 長  星 場 崇 徳 

生 涯 ス ポ ー ツ 課 長  篠 崎  武 

中 央 図 書 館 長  江 藤 和 枝 

博 物 館 副 館 長  荒 川 和 則 

教 育 研 究 所 長  和 久  真 
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５．書記 

 教育総務課教育総務係長  前 田 千 穂 

 教 育 総 務 課  田 崎 淳 子 

 

６．会議事項 

（１）報告事項 

①教育長 

②教育長職務代理者 

③事務局 

ア こども未来部部長 

イ 次長 

ウ 生涯学習部部長 

エ 次長 

オ 教育総務課 

 ・寄付受入れについて 

カ こども教育課 

・令和７年度の地域クラブ活動について 

キ 生涯学習文化課 

・小山高校生まちづくりプロジェクトについて 

・小山市立中公民館の耐震診断結果に伴う整備について 

・生涯学習センターユースセンターの開設について 

ク 車屋美術館 

・第 63回企画展関連事業の開催について 

ケ 文化財課 

・小山市勤労者共済サービスセンターとの提携について（博物館・車屋美術館） 

コ 博物館 

・新小山市立博物館有識者懇話会の設置 

 

（２）審議事項 

（こども政策課） 

議案第 1号 小山市立学校教科用図書選定委員の委嘱について 

議案第 2号 学校運営協議会の任命について 

（教育総務課） 

議案第 3号 市採用任期付教職員の任用について 

（こども教育課） 

議案第 4号 令和７年度小山市地域クラブ活動推進協議会委員の委嘱について 
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（学校支援課） 

議案第 5号 小山市立学校給食共同調理場運営協議会委員の委嘱について 

（文化財課） 

議案第 6号 令和 6年度第 2回小山市文化財保護審議会答申事項について 

（中央図書館） 

議案第 7号 おやまビジネス支援連絡会委員の委嘱および任命について 

 

〇日高教育総務課長 

はい。それではお時間になりましたので、ただいまより令和７年度５月定例教育委員会を始

めさせていただきます。それでは濱口教育長よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは５月定例教育委員会を始めたいと思います。まず、本日の会議録の署名なの

ですが、高橋委員にお願いいたします。まず報告事項に入る前に、秘密会議といたしまして、審

議事項の議案第１号。これについて審議をしたいと思います。選定委員については、小山市立

学校教科用図書選定委員会細則第５条により、情報公開については、すべての採択事務が完

了後、求めに応じて公開することができる」となっております。小山市教育委員会会議規則１５

条に基づき、秘密会という形をとらせていただいてよろしいかお諮りいたします。よろしいで

しょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは、秘密会議といたしまして審議事項の議案第１号ですね。このことについて、審議を

進めたいと思いますのでよろしくお願いいたします。傍聴者の方には、委員選出の間、退席願

います。 

こども政策課の方からお願いします。 

 〔秘 密 会〕 

〇濱口教育長 

それでは、戻りまして報告事項ということで、私の方からまず始めます。 

まず教育委員の皆様、それから今日ご参加の皆様には５月の１１，１２とありました父の葬儀

に関しましては本当にご迷惑・ご心配おかけしまして、様々なご配慮をいただきまして本当に

ありがとうございました。おかげで無事に済ませることができました。 

それから、２つ目なのですが、先週、水・木・金の５月１４日から５月１６日まで全国都市教育長

協議会というのが埼玉県の川越市で今年は開かれたのですが、６０３名の各都市の教育長が

集まりまして、年に１度の研修会・協議会を行いました。非常に多くの課題について、本当に各

市が取り組んでいる情報交換等も含めて、非常に有意義な時間であったと思っております。 

またこの後、様々な場面でそういった先行事例とか、なるほどというようなことについて、小
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山市で取り入れられるようなことがあればお話をしていきたいと思っております。これが２つ

目です。 

３点目ですが、昨日、栃木県の教育委員会の高校教育課から職員が来庁いたしまして、高校

入試制度の改革についての協議を行いました。参加したのは私１人なのですが、高校教育課の

方でまだ新聞にも公表されておりませんし、この後正式に新聞で発表になると思うのですが、

高校入試の改革案を今作っておりまして、その内容についての検討をしています。例えば、県

立の高校入試の実施時期、それから、今栃木県では学力検査入試と特色選抜入試があるので

すがその２つの今後の方向性、それから、栃木県は今まで実施していなかったのですが定員割

れの高校についての再募集についていろいろな意見をまとめて協議をしているところであり

ます。正式には、まもなく夏休み前にはだいたいの方向が決まって、県の方からパブコメを取

るような形で公表されると思いますので、またはっきり出ましたら協議をしたいと思っており

ますが、いろいろな面で高校入試も変わってくるということで準備して待っていたいと思って

おります。私からは、そのような会議がありましたということで３点お話をいたしました。それ

では、岩井委員の方からお願いします。 

〇岩井委員 

はい。４月２５日に下都賀地区教育連合会の第１回定例会が行われまして、令和６年度の事

業報告、令和６年度の決算報告、令和７年度の事業計画、令和７年度の予算案、令和７年度の役

員選出につきまして、無事に承認され会議が終了したことを報告いたします。以上です。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは、事務局の方へ行きます。こども未来部の上野部長

お願いします。 

〇上野こども未来部長 

はい。本日、委員の皆様には、お手元におやまこどもフェアのチラシの方があるかと存じます。 

ご紹介でございますが、去る５月１０日の土曜日に子供食堂笑光さんが主催という形で、御殿

広場の方で行われました。後援の方が小山市ということだったのですけれども、次年度から小

山市と小山市教委という形で後援をとりつけたいと思っております。特に特筆する点でござい

ますけれども、全日空 ANA のハネオケと言われている、現役パイロットの方、キャビンアテン

ダントの方、ディスパッチャーの方等を含めた羽田の社員のオーケストラの方々が直接演奏さ

れ非常に盛り上がりました。聞くところによりますと、全国主要空港があるところでの演奏を

主に行っており、栃木県初の上陸ということで、非常に好評を博したところでございます。次

年度以降もこういったイベントが開催できればと思っております。このイベントには、こども政

策課、保育課、子育て家庭支援課等の職員も参加して、お子様も含めて１日楽しい時間が過ご

せたのかと思っております。以上報告でございます。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、次長お願いします。 

〇宮田こども未来部次長 
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はい。私の方から今回特にございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、生涯学習部篠原部長お願いします。 

〇篠原生涯学習部長 

はい。わたくしの方からも今回特にございません。 

〇濱口教育長 

はい。次長お願いします。 

〇渡邉生涯学習部次長 

はい。わたくしの方からも今回特にございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、教育総務課に入ります。お願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。１ページをご覧ください。寄付受け入れ報告になります。中央図書館

へ、図書の寄付がございました。名称等につきましては記載の通りとなります。教育総務課か

らは以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

 はい。それではこども教育課お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。こども教育課の方からは、令和７年度の地域クラブ移行についてご報告させていただ

きます。資料２ページ・３ページをお開きください。小山市学校部活動の地域移行基本方針に

基づきまして、小山市プランの活動目標である令和７年度末までに、市内の全中学校義務教育

学校後期課程の休日の部活動において、１つ以上の部活動を地域クラブに移行するという目

標達成のための実証事業についてでございます。各学校の地域クラブ移行となる部活動につ

きましては、３ページにある実証実施部活動をご覧ください。指導者の属性につきましては、４

月の定例教育委員会にご承認いただきました、平日の部活動における部活動指導員が休日も

担当するケースが多いところではございますが、小山第二中のように総合型地域スポーツクラ

ブが担当する場合、大谷中のように教員が県教委に兼職兼業願いを提出した上で休日も担当

するケース、また、地域の指導者が担当するケースもございます。取り組みの状況につきまし

ては、今後も部活動地域担当が中心に確認しながら進めてまいりたいと考えております。以上

よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それではですね。生涯学習文化課お願いいたします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。生涯学習文化課は、おやま高校生まちづくりプロジェクトについてのご報告です。令和

２年度よりこの事業を開始しておりますが、今年度、生涯学習文化課へ業務が移管されました。

こちらにつきましては、さらに今年度から業務委託契約を３に記載の一般社団法人に委託を行
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うことから、４の業務内容の通り、今後の活動について始めさせていただきたいと思っており

ます。具体的には、青少年自身の成長と地元愛着の醸成ため５期メンバーを募集いたしまして、

高校生がまちづくりに参加できる機会を創出し、小山市のまちづくりを行政や地域と共に考え

ていただきたいという趣旨でございます。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。では続いてもお願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。続きましても生涯学習文化課でございます。小山市中公民館の耐震結果に伴う整備

についてでございます。中公民館は昭和５５年に竣工されまして、建築から４５年が経過してお

ります。すでに内部も外観も老朽化が進んでいるところなのですが、昨年に耐震基準の耐震診

断の調査を行ったところ、耐震性の不足が確認されました。一方、現在美田地区中心施設の設

置について検討が始まったところではございますが、その整備につきましては、最短でも５・６

年、通常ですと１０年ぐらいかかるというような庁内での認識でございます。これを踏まえまし

て、市民の皆様の安全安心を図るため、早急に対策を講じてまいりたいというふうに考えてお

りまして、３以下の具体的には、耐震補強工事ではなく新築移転という方向で検討してまいり

たいと思っております。そして、４にありますが、９月補正で予算の措置をいたしまして、来年の

夏には完成をしたいというふうに考えてございます。そして、それまでの当面の安全性確保に

つきましては、利用者の皆様に館外においてポスター等で周知をするとともに、避難場所や避

難経路等を普段から啓発を行い、さらに定期的に避難訓練を実施して、利用者の防災意識向

上に努めてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

最後に、小山市立生涯学習センター「えるる OYAMA」におけるユースセンターの開設につ

いてでございます。こちら生涯学習センターには、えるる OYAMA、おやま未来開運塾、旧宇

都宮大学おやまサテライトプラザがございまして、日常的に多くの若者が自主学習や交流の場

として利用しています。また令和４年７月に提出された提言書では、学習センターの理想の姿

として、未来の小山市を創造する人材育成の推進が掲げられておりまして、その実現に向けた

取り組みが求められているところでございます。このようなことから、若者の第３の居場所を

創出するための条件、環境が整っている現状を活かしまして、若者が集い、学び、地域とつな

がる拠点として、生涯学習センターのえるる OYAMA に新たにユースセンターを開設するも

のでございます。こちらにつきましては、東京都の文京区にすでに同様の施設がありますので、

そちらのスタッフの方にお力添えを頂きながらこのような取り組みを進めてまいりたいと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは車屋美術館お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。引き続き私の方から、第６３回企画展「アートリンクとちぎ２０２５生きものづくし」関連

事業の開催についてでございます。企画展アートリンクとちぎ２０２５生きものづくしは、３番に
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記載があります通り、８月２日から８月３１日までの２５日間開催いたします。幕末から昭和期ま

での栃木県で活躍した画家たちの絵画約３０点を展示する予定でございます。これにあわせま

して、関連事業として、ワークショップ「アーティストと一緒に作ろう 夏休みの図画工作相談会」

を、版画を中心に活躍する現代美術作家の秋山佳奈子さんを講師にお迎えして、７月２６日、８

月５日の２日間において開催いたします。また、当美術館長の中田館長を講師に、切り絵の講

座も開催いたします。こちらの方は８月６日となっております。このような形で企画いたします。

よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは続きまして、文化財課お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。文化財課でございます。小山市勤労者共済サービスセンターとの提携についてです。

対象施設は、博物館と車屋美術館でございます。趣旨としては、小山市勤労者共済サービスセ

ンター、通称リングジョイと提携し、来館者の増加を図るものとなっております。内容としては、

リングジョイ会員証の提示により団体料金を適用するものになります。具体的には、博物館で

は会員及び同伴者全員の入館料金に対し団体料金を適用すると、企画展において２００円が１

００円に、車屋美術館におきましては企画展４００円が３００円に、小川家住宅の観覧料が１００

円を６０円とするものです。実施時期としましては、契約締結日からとすることを考えておりま

して、現在リングジョイ様の方に契約書の作成を依頼しているところでございます。周知の方

法としましては、それぞれの施設のホームページ、リングジョイで発行されるリングジョイニュ

ースの方で、できれば６月号から適用できればと考えております。以上となります。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして博物館お願いします。 

〇荒川博物館副館長 

はい。博物館からは新小山市立博物館有識者懇話会の設置について報告させていただきま

す。趣旨理由でございますが、３月に策定いたしました新小山市立博物館整備基本計画に基づ

き、学芸分野等の専門的な事項について助言をいただくため、新小山市立博物館有識者懇話

会を設置いたしました。これは、新博物館建設にあたり、今年の９月までに、仕様書に当たる要

求水準書を作成する準備を進めているところでございます。このうち専門的知見が必要な運

営計画及び常設展示等に最新の研究結果を反映させ、魅力的な博物館にするために有識者か

ら助言をいただくものです。委嘱の期間は、新小山市立博物館の設置がなされるまでとなって

おります。参考資料としまして、要領と委員名簿をお付けいたしました。よろしくお願いいたし

ます。 

〇濱口教育長 

はい。それでは報告事項がこれで終わりましたので、委員の方からなにか質問やご意見等が

ありましたら、どのテーマでもいいのでよろしくお願いします。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 
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はい。３ページのこども教育課のスポーツクラブ活動関係で、質問したいと思います。まず、

地域移行の期限が非常に決められていて、いろいろ着実に進んでいていいと思うのですが、こ

の２番のところにある実証事業の実施部活動の２番の小山二中の軽スポーツ部についてどの

ような内容なのか説明をしてください。 

それから、５番の大谷中でバレーボール部を教員が見ていますよね。そうすると兼職兼業届

を出すわけですが、おそらく今後こういう地域移行が進んでいくと、やりたい教員に頼らざる

を得ない部分があると思います。そうすると兼職兼業の届け出をまだ見たことないのですけ

ど、割と容易にできることなのでしょうか。 

それから３つ目が、部活動指導員についてです。部活動指導員をやっていただくと非常にあ

りがたいのですが、この部活動指導員が担当するいろいろな手続きがあんまり面倒くさいと

引き受けたくなくなってしまうと思います。その辺りの状況を教えてください。 

〇濱口教育長 

佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。ただいまのご質問にお答えさせていただきます。１点目です。小山第二中学校の軽ス

ポーツ部は、総合型地域スポーツクラブの担当で行っていただいておりまして、そのクラブは、

楽しく体を動かすことを目的として運営されているところで、特性のある子どもたちのスポー

ツの部分をサポートしてくださっているのが実情でございます。生徒の特性に合わせた活動を

工夫して行ってくださっておりまして、例えばバトミントンをやったり、ボッチャ的なことをやっ

てくださったりということで活動が行われているという報告を受けております。それが１点目

でございます。 

２点目兼職兼業のことにつきましては、栃木県教委の方に兼職兼業願いを小山市教育委員

会を通しながら手続きを進めていくわけですが、教育に関することについては、届け出を出し

て認めていただいているというのが実情でございます。先ほど委員の方が仰っていたように、

これから兼職兼業願いを出す先生方が増えることにも繋がるのではないかというようなお話

もございました。ただ、地域クラブ移行になった場合には部活動ではなくて地域スポーツのた

め、下校時刻等の幅が遅くなるといった可能性もあります。こういった際に、今度は教員として

の昼の授業の準備等への影響がないようにする必要があると担当課として今考えております。

ではどのようにしていくかということになってきますが、このあと部活動指導員であったり、

いわゆる教員ではない属性の方の中で地域クラブ、土曜日や日曜日も担当してくださるとい

う方がどれだけ集まるかというところが大きな課題になってくると思っていますが、今のとこ

ろは声かけであったりとか、あと今後は人材バンクなりということも含めて、こども教育課を

中心にしながらも生涯スポーツ課なども交えて課題に取り組んでいかなければならないと考

えております。以上よろしくお願いいたします。 

〇奥中委員 
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わかりましたが、これらは教員にも手伝ってもらわないとできないと思います。ですので、や

れない教員に無理やり頼むのではなくて、やってもいいという人が中には結構いると思うの

で、そういう方にあまり難しい条件なしにお願いできるような制度にすれば子供らの方にもい

いのではないかと思うのですよね。そのようなことを頭に入れながら進めていただけると、現

場も喜ぶのではないかと思います。よろしくおねがいします。 

〇佐山こども教育課長 

ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

３番目の質問の方はいかがですか。 

〇佐山こども教育課長 

３番目の部活動指導員の手続きについては、今のところお声を掛けていただいた方に委嘱

するという形をとっており、今回４月に定例教育委員会の方にご承認いただいて活動していた

だいているという状況です。今後はスポーツ系だけではなく文化系の部活動指導員の人材探

しを行っていかなければならないなということで、担当からの話は聞いております。 

〇濱口教育長 

小山市はこの部活指導員をそのまま地域の指導者にしているのですけれど、いろいろな意

見が他からも寄せられています。地域移行と言いながら同じ指導者がやっていて地域移行に

なっていないという批判的な意見と、もう１つは、学校にとって部活動指導員の方というのは

非常に状況が良くわかってくださっているし、その学校のどういう部活の活動なのかというの

も非常によく知っているため安心して任せることができるという肯定的な意見。小山市は今ま

でと全く変わらないという批判に対しては、逆にこのような良い点がありますと答えています。

全然知らない地域のスポーツ指導者が子供を指導するときに本当に何にも知識がなくてでき

るのかということを考えると、部活動指導員を有効にやってくださる方を集めるということは

教員がやるのと似ていますが、学校にとって非常に安心できるやり方かなというように感じて

おります。以上です。他にいかがでしょう。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

同じく３ページの移行のことについてなのですけれども、外部のスポーツクラブとかに委託

することによって、月謝のように、生徒に費用負担がかかることも懸念点としてありました。部

活動指導員に関しては統合型地域クラブの方は市の方の予算が出ているということは分かっ

ているのですけれど、今回の指導者である４番の弓道会、１０番の外部の指導者、こういう人た

ちに対する謝礼金のようなものが発生するということは、費用的にはどうなのでしょうか。 

〇佐山こども教育課長 

確認をさせていただくため、少しお時間をいただきたいと思います。 

〇岩井委員 
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生徒の負担がないというところに何らかのお礼をしてお願いをするということだと思うの

ですけれど。もう１点が、次は１校に１つというより、何校か合わせてバスの送迎とか父兄の送

迎のようなところが次の段階になっていくということでいいのでしょうか。 

〇佐山こども教育課長 

先日、５月２０日ごろ、国の方から地域スポーツ文化芸術創造と部活動改革に関する実行会

議の最終取りまとめというのが出まして、今年が３年目ということで、今後はさらに来年度か

ら６年間ということで、部活動の地域移行についての方針が文部科学省の方に出されたとこ

ろでございます。今のところは各学校１つというところが、今後６年間で全部活動を基本的に

地域移行するような方向でという方針が出ているところで、これから市としてどう考えていく

かというところは大きな課題として考えているところでございます。費用につきましては少し

確認させていただければと思います。以上です。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。荒井委員お願いします。 

〇荒井委員 

はい。同じところで申し訳ないのですが、報道等では、地域移行という言葉を地域展開とし

ているじゃないですか。こういう部分では地域に丸投げっていうイメージを払拭するというこ

とが言われているけれども、実際はこういった話の場でもずっと移行できているわけですが、

ニュアンス的なものは同じものを扱っているということでいいわけですよね。 

〇佐山こども教育課長 

おっしゃる通りで、部活動というところから地域クラブ移行ということで、文部科学省の方

も大きく舵を切って地域展開という言葉を使うように来年度以降なっていくということです。

ただこれまで部活動が担っていたことの良さも活かしながら、いかに子供たちが生涯にわたっ

てスポーツや文化に触れる機会を多くするかという、学校教育だけではない部分での子供の

豊かな成長等をこの地域スポーツや文化の取りまとめの方では述べているところがとても大

きなところだと担当としては読ませていただいたところです。そこには負担がどのぐらいかか

るとか、公的負担や受益者負担というところも含めてますます課題は大きくなっているという

認識のもと、今後市として教育委員会こども教育課を中心にしながら教育委員会の方との連

携も図りながら、子供たちの活動の場の選択ができるだけ多い方が一番望ましいわけですの

で、どのようなふうにしていくかについては考えてまいりたいと思います。 

〇濱口教育長 

ありがとうございます。やはり全国の教育長の会議でもこの話が出るのですが、文科省の説

明に対して真っ向から反対意見を言う教育長がいました。この部活動の支えてきた良さを簡

単になくすというけれども、果たしてうちの地区みたいな山の中には指導してくださる方が誰

もいないのだと。学校の先生が担当するしか部活動を維持していく方法がないので、うちはみ

んなで相談をして部活動も残しますということを文科省を目の前にして言うところもありまし

た。それに対しても文科省は明快なそれはおかしいという回答をせずに、地域の実態に応じて
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地域と協力しながら、進めてほしいというような言い方をするのですが、本当に指導者がいな

いときに人材派遣会社が私のところへ申し込みがあります。うちに言ってくだされば、全ての

種目・全ての文化部も含めて人材は全国にいっぱい抱えているからそういう人を派遣すること

はいくらでもできますので、市であまり悩まなくていいですよということを言うのですが、１番

の問題は、時給１６００円。時給１６００円で決まっていますというと驚いた反応をされて、こち

らも生活がかかっているので、人材を派遣したらそれで生活していくだけの収入がないと進め

られないというように、派遣したいけどお金との折り合いがつかないというのが現状です。小

山市は非常に国の言ったことを守ろうとして一生懸命やっているので、今年は国の基準をクリ

アできると思うのですが、今後はその地域の人材をどのように導入していくかということが大

変大きな課題です。これは、一朝一夕に文科省が言ったようにはならないということも考えな

いといけないかもしれません。全国から来た多くの教育長がそういう感覚です。国が言うほど

地域でもそのような人材はいないし、スポーツ協会に頼んだところでみんな高齢化していて指

導できないというふうに言われるということで、本当に理想と現実は違うということを感じま

す。この件についてはいろいろあると思うのですが、ほかにいかがでしょうか。はい、高橋委員

お願いします。 

〇高橋委員 

はい。７ページの生涯学習文化課のユースセンターの開設についてなのですけれども、カタ

リバさんのサイトを見せていただきました。そこには若者たちが集う場所に若者が集まるだけ

ではなくて、図にあるように親でも友達でもない少し距離があるけれども、第三者だからこそ

相談しやすい人がアドバイスをくれたりといろいろな活動のサポートをしてくれるところが非

常にいい点だと思いました。また、カタリバさんのサイトの最初の方に、きっかけ格差をなくし

たいというところがあって、家庭の経済的な状況等によりスタートの時点ですでに差ができて

いて夢を諦めなくてはいけない子供たちサポートしたいということが書かれてあったのですけ

れども、今日書いてあるところにはそこまでのことは書かれていないのですが、実際に小山市

の若者たちの現状としてそういう場を希望するような声があってのこの開設なのか、そういっ

た経緯を少しお聞かせいただけるとありがたいです。 

〇濱口教育長 

はい。望月課長。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。今回のユースセンターにつきましては、カタリバさんのアドバイスを頂きながら進めて

いくのですけれども、今委員がおっしゃられたことにつきましてはそこまでは踏み込んでおり

ませんので、まずここに書いてある通り、若者が集まっていろいろと何ができるか、自主性を

尊重するような活動から始まっていきたいと思っております。 

〇高橋委員 

ありがとうございます。 

〇濱口教育長 
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よろしいですか。はい。ほかにいかがでしょうか。 

〇佐山こども教育課長 

失礼いたします。先ほどの保留にしていたご質問につきまして回答させていただきます。実

証事業の方の小山城南中の弓道部や卓球部の外部指導者についてですが、国からの補助金の

みの時給１６００円をお支払いさせていただいております。以上です。よろしくお願いいたしま

す。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

はい。１１ページの博物館の企画展関係なのですが。３番の２）の特別無料公開として５日間

載っています。それで、車屋美術館と博物館が連携をとって、企画展をやるときはお互い割引

をしながらやることは非常にいいことだと思うのですが、特別無料公開日の日にちが両方で

少しずれているのは企画展の関係ですかね。片方が５日間で片方は７日間になっていて、ほと

んどは重なっているのですが何日か違う日もあります。もし可能なら同じにした方がいいのか

なと思っているのですけれど。これは同じにしたら都合が悪いのですか。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

車屋美術館の方が２日間多いということで、敬老の日と成人の日、この２日間の差だと思い

ます。こちらについては確認を行いますが、確かにおっしゃる通りどちらかに合わせるという

のが良いと思いますので、その辺りについては経緯を確認しまして検討していきたいと思いま

す。 

〇星場文化財課長 

はい。すいません。この博物館の方は、成人の日と敬老の日につきましては、企画展の期間

ではありません。通常ですと博物館は無料ですが、企画展が開催されてないと対象とならない

期間となってしまいますので、今年度につきましてはこのような形で、企画展の日程によりま

してその辺りは調整していきたいと思います。 

〇奥中委員 

企画展ということで相手のこともあるので一概には言えないですが、どうせなら合わせた方

がいいかなと。そうすれば両方無料で入れるので、考えてみてください。 

〇望月生涯学習文化課長 

検討させていただきます。 

〇濱口教育長 

はい。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 
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５ページ６ページの中公民館の整備についてでございます。噂的な域を脱しないかもしれな

いですけど、豊田南小跡地に、美田地区と豊田地区の合同の施設、マルベリー館やしらさぎ館

のような施設ができるというふうな噂もあるし、いずれそういうのを作っていくという中で、

これは修理ではなくて新築移転に決定しているということですよね。いずれはそういった形で

行政の機能は集約されてしまうのですけど、そう言った後でも地元の人が使えるような形の施

設があれば本当に地元にとっては大喜びの話かなと思うのですけれど。 

参考までに、穂積・寒川・生井公民館等は耐震の診断問題ないってことですか。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。ただいまのご質問にお答えさせていただきます。今回の件につきましては、あくまで

も耐震結果に伴う対応ということで、美田地区の中心施設の件につきましては違う話で切り

離して検討していくものでございます。中公民館は記載の通り、昭和５５年ということで、旧耐

震基準の法律に基づいたもので、その他の建物は全て昭和５６年以降の新基準によるもので

すから、耐震診断については行っておりません。今回は中公民館だけの措置ということになっ

ております。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。よろしいですか。 

〇岩井委員 

 はい。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。 

報告事項につきましては以上で全て承認という形でよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それではですねここで一旦休憩に入りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

～休憩後～ 

〇濱口教育長 

はい。それでは報告事項に引き続きまして、審議事項の方へ入りたいと思います。 

こども政策課の議案第２号お願いいたします。 

〇田中こども政策課長 

はい。それでは、こども政策課から議案第２号学校運営協議会の任命についてご説明をいた

します。ページは２５ページからとなります。２６ページの２の趣旨の通り、小山市学校運営協議

会規則に基づき委員の任命を行います。３の任命期間は、任命の日から令和８年３月３１日ま

でとなります。任命者は別紙で検討してございます委員の推薦書の通りとなりますので、こち
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らにつきましてご承認くださいますようお願いいたします。この別紙の推薦書の色がついてい

る方につきましては、今年度が１期目となっております。本件につきましては、前回の４月１７日

の定例教育委員会も含めまして今回お示ししている以外の２９校に関しまして、既にご承認を

いただいているところでございまして、本日は、市内小中義務教育学校全３４校のうち、残りの

小学校３校、中学校２校の計５校分をお諮りするものでございますので、ご審議のほどよろし

くお願いいたします。説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第２号につきまして今担当から説明がありましたけれども、何か質問 

等ありましたらお願いいたします。よろしいですか。それでは、議案第２号に関しましては、原

案どおりということでよろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第２号につきましては、原案どおり決定いたします。 

続きまして、教育総務課、議案第３号の説明をお願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。３３ページをご覧ください。市採用任期付教職員の任用についてで

す。小山市任期付教職員の条例に基づきまして、新規に１名任命するものでございます。任用

期間は令和７年６月１日から令和８年３月３１日までになります。３４ページをご覧ください。今

回色がついている８番の方についてお諮りするものになります。現在市採用任期付教職員に

つきましては２名欠員となっているところですが、その内の１名について今回任用するものと

なります。以上よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第３号について今担当から説明がありましたけれども、ただいまの説明

に対して何か質疑等がありましたらお願いいたします。よろしいですか。荒井委員お願いしま

す。 

〇荒井委員 

はい。今説明いただいて、２名の欠員中の１名ということであと１名まだ枠が残っていますが、

これについては募集をかけているけれども応募者がいないという実情なのですか。 

〇濱口教育長 

はい。課長お願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。ただいまの質問にお答えさせていただきます。今度は９月に採用ということで、現在、

５月２６日から６月６日に募集をかけまして、次の方を探しているところでございます。 

〇荒井委員 

 はい。ありがとうございます。 
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〇濱口教育長 

よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員 

９月からの採用の枠の募集が始まるっていうことですけれども見込みというか、あてという

かそういうのはあるのでしょうか。 

〇濱口教育長 

課長、お願いします。 

〇日高教育総務課長 

ただいまの質問にお答えします。今のところ１名の方が応募するかもしれないという話は伺

っていますが、申し込みの方はまだホームページに載せたばかりですので、現在のところは上

がってきてない状況です。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

 はい、岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。その方の配属はどちらの学校になる予定でしょうか。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇日高教育総務課長 

次の方は下生井小学校に配属される予定となっております。 

〇高橋委員 

複式となっている下生井小学校では、衝立を通して２つに分かれて授業をしていると聞いて

います。先生も生徒さんたちも大変という印象があったので、お１人採用していただければと

ても助かると思います。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

よろしいですか。はい。では９月から下生井小の先生ということで考えているということを

ご承知いただきたいと思います。それでは議案第３号につきましては、原案の通りということ

でよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。では議案第３号につきましては、原案どおり決定いたします。続きましてこども教育課、

議案第４号です。お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

こども教育課議案第４号、小山市地域クラブ活動推進協議会委員の委嘱についてご審議を

お願いいたします。資料につきましては５０ページからとなります。報告事項のところで報告さ

せていただきました、市内中学校の部活動の地域移行につきまして広くご意見をいただいた
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り、活用可能な社会資源についての情報を共有したりするために設置しております、地域クラ

ブ活動推進協議会の委員の委嘱となります。設置要綱は５２ページ、審議をお願いする委員の

方々の名簿は５１ページとなります。市立学校の教職員の代表、ＰＴＡの代表、スポーツ団体の

代表、文化団体等の代表、学識経験者、庁内関係各課の職員その他教育委員会が必要と認め

る者として１２名の方に委嘱をしたいと考えております。以上ご審議よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第４号について、担当から説明がございましたが、この件につきまして

何か質疑等がありましたらお願いします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは、議案第４号につきましては原案どおり決定いたします。よろしくお願いします。 

続きまして、学校支援課、議案第５号になります。お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

学校支援課です。よろしくお願いします。５５ページをご覧ください。小山市立学校給食共同

調理場運営協議会委員の委嘱についてご説明させていただきます。これまでの運営協議会委

員の任期が令和７年３月３１日をもちまして任期満了となりましたので、小山市立学校給食共

同調理場設置条例第４条及び小山市立学校給食共同調理場設置条例施行規則第５条に基づき

まして、新たに委員を委嘱するものでございます。委嘱期間は、令和７年４月１日から令和９年

３月３１日までの２年間で、委員の案は５６ページの通りでございます。１番の方が２期目、それ

以外の方は新任となります。以降５７ページから６１ページまで小山市立学校給食共同調理場

設置条例と小山市立学校給食共同調理場設置条例施行規則でございます。説明は以上でござ

います。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第５号について説明がありましたけれども、この件に関しまして何か質

疑等がありましたらお願いします。はい。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員 

知識不足でしたら申し訳ないのですが、２期目の方が１人だけで、あとは全員新任の方にな

られるというのが今までの他の協議会の委員名簿ではあまり見かけなくて、皆さん入れ代わ

りしていくようなイメージがあったのですけれども、ほぼ刷新されるというのは何か意図や決

まりがあれば教えてください。  

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 
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はい。ただいまの質問にお答えさせていただきます。特に何か意図というわけではないので

すが、任期が終わりまして、各共同調理場の所長さん宛に委員の推薦をお願いしまして、推薦

された方が新任の方であったということでございます。よろしくお願いします。 

〇高橋委員 

 ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

はい、よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。はい。奥中委員。 

〇奥中委員 

私もこの資料を見たときに、各所長から推薦されたので問題はないのでしょうが、新しい方

ばかりだと継続性や今までの歴史的な流れがなかなかわからないのではないかが心配になり

ます。継続が１人だけですし、しかも２期目ですし。そこら辺は大丈夫なのでしょうか。 

〇濱口教育長 

はい、荒井委員お願いします。 

〇荒井委員 

かつてこういう協議会に、参加したことあるのですけれども、実際は小さな例えば城北小の

調理場、それから間々田東小の調理場といった場所での委員を務められている方の中から１

人ずつ代表でということなので、調理場ごとには多分同じような話し合いをしていて、そこで

出た意見を代表として持っていくような形なのではないかと思います。中にはきっと丸々新し

いという方もいるのかもしれないですが、充て職の中から選ばれているという感じなのですか

ね。 

〇奥中委員 

ならゼロではない可能性が強いということですかね。 

〇荒井委員 

皆さんきっと、調理場運営協議会という大きな組織の下部組織みたいなところでのメンバ

ーではあったということなのかと思います。 

〇奥中委員 

運営ができれば良いのだけれど、ちょっとどうなのかなって。高橋委員が言ったように、一

覧表だけ見たら大丈夫なのかと思ったので、大丈夫なようにしてください。 

〇濱口教育長 

皆さん長年給食業務に携わっている方ですので、例えば献立の検討とか、材料の発注とか、

もう今まで自分が経験してきたことがほとんど会議の内容だと思うので、新しい何かを作ろう

ということよりは、きちっと運営していくための日常的な業務の検討をしていくということな

ので、１年目の１期目の方でもほぼイメージはすぐに湧くのではないかというふうに会に出て

私は思いました。 

〇奥中委員 

 わかりました。 
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〇濱口教育長 

よろしいですか。はい。それでは議案第５号に関しましては、係からの説明の通りでよろしい

でしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。では議案第５号につきましては、原案どおり決定いたします。 

続きまして、文化財課です。議案第６号です。お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。文化財課でございます。６３ページをご覧いただければと思います。令和６年度第２回

小山市文化財保護審議会答申事項についてになります。本件は、妙建寺の文化財であります

百人一首格天井画・龍画、欄間彫刻、向拝彫刻について、小山市教育委員会が小山市文化財保

護審議会で文化財の指定について令和７年３月に諮問したことに対しまして、同審議会で小山

市指定文化財として指定に値するという答申をいただいたものになります。したがいまして、

本件を市指定文化財として指定することについてお諮りするものになります。６４ページをご

覧いただければと思います。教育委員会への報告事項になります。指定番号は１１９，指定の種

別としましては有形文化財の絵画となります。６５ページは答申書が載っています。市指定文

化財として指定に値するものとして提出していただいております。６６ページをご覧いただけ

ればと思います。こちらは審議会にあたりまして、審議会委員が作成した調書となります。概要

としましては、妙経寺は市内宮本町にある日蓮宗の寺院で、百人一首の格天井や欄間彫刻を

有していた旧本堂は、享保２年から享保１７年にかけて建立されたものと伝えられています。開

山７００年記念事業として本堂と会館の新築が進められ、令和６年５月１８日に落慶式が行われ

ました。これにあわせまして、保存修理が行われました百人一首格天井画と龍図、欄間彫刻は

新本堂に設置されております。また、雲水龍や木鼻彫刻につきましても、同様に新本堂の向拝

に設置されております。絵画につきましては、妙建寺の天井画は５４枚ありまして、小倉百人一

首から選ばれた５４種のものが正方形の板材１枚に人物画が描かれており、頭上には和歌が墨

書されています。寺院建築で百人一首絵が描かれている格天井画は珍しいということで、埼玉

県寄居町の善道寺の他は全国でもあまり例を見ない貴重なものと言われております。また、龍

図につきましても脩眞斎藤嵩僊との落款と保定という白文印がありまして、こちらの方につき

ましても江戸狩野派の絵師によるものと考えられております。欄間彫刻・向拝彫刻につきまし

ても２３世住持日達の代に作成されたことが判明しまして、こちらにつきましては、初代または

２代目の礒邉義兵衛作のものではないかと考えられております。続きまして６９ページをご覧

いただければと思います。こちらが文化財の写真となっておりまして、中央の写真の方が百人

一首の格天井画で、図の中央が龍図となっております。次のページには、欄間彫刻が上の方に

ございます。下の方が向拝彫刻となっておりまして、雲水龍と木鼻彫刻でございます。以上、百

人一首格天井画と龍画の有形文化財の指定についてご審議の程よろしくお願いします。 
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〇濱口教育長 

はい。ただいま文化財課より、議案第６号の説明がございましたが、この件につきまして質

疑等がありましたらお願いいたします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは、議案第６号も原案の通り決定いたします。 

次に、中央図書館、議案第７号お願いいたします。 

〇江藤中央図書館長 

はい。それでは７３ページをお開きください。中央図書館から、おやまビジネス支援連絡会委

員の委嘱及び任命についてお諮りいたします。中央図書館では平成１７年度からビジネス支援

サービスを開始し、企業のパンフレットや求人チラシ等ビジネスに関する各種印刷物、書籍等を

収集する他、オンラインデータベースによる情報提供やレファレンス、「発見！おやまゆかりの

企業展」による地元企業の紹介等地域のビジネスに関する情報を利用者に提供しております。

今回お諮りするおやまビジネス支援連絡会は、ビジネス支援に関する情報交換や情報の共有

を通じて豊かな地域社会の形成に寄与するため設置するものです。なお、委員の任命にあたり

ましては、おやまビジネス支援連絡会設置要綱第３条、「教育委員会が委嘱又は任命する」とあ

ることからお諮りいたします。委嘱期間については、令和７年５月１日（委嘱の日）から令和８年

３月３１日までです。委嘱者の氏名・役職等につきましては、７５ページの名簿欄をご覧くださ

い。その他資料といたしまして、１）おやまビジネス支援連絡会委員名簿（案）、２）おやまビジネ

ス支援連絡会委員設置要綱を添付しております。以上よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はいそれでは、中央図書館より議案第７号の説明がありましたが、この件に関しまして質疑

ご意見等がありましたらお願いします。 

〇濱口教育長 

 よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、中央図書館の議案第７号は、原案どおり決定いたします。 

以上、審議事項全て終了いたしましたが、最後、全体を振り返りまして、委員の方から何か言

い忘れた、聞き忘れたようなことがありましたらお願いしたいと思いますがいかがでしょう。

よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 
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はい。それでは、４番の方、教育委員会の行事予定につきまして事務局の方お願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育委員会の行事予定について７７ページをご覧ください。この後５月から今後開催

予定の行事を載せています。１番のこども政策課のキッズ・ユニバーシティ・おやま２０２５と２

番の生涯学習文化課の第１回おやま市民大学については、後ろの方にパンフレットを載せてい

ますので、併せてご覧いただければと思います。以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。行事予定についてはよろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは次回委員会の予定について同じく事務局の方でお願いします。 

〇前田教育総務係長 

はい。次回の委員会の予定ですが、令和７年６月２５日水曜日午後２時からになります。場所

の方は本日と同じ、本庁舎５階の教育委員会室になります。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

次回開催についてはよろしいですか。ご参加をまたお願いしたいと思います。それでは、以

上をもちまして、５月の定例教育委員会の方を閉会したいと思います。ご苦労さまでした。あり

がとうございました。 

 

                   閉会 午後  ３時  20分                 

 


